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論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

ECMOは重篤な呼吸循環不全のある重症患者に不可欠な治療法であるが、そのような患者では人工呼

吸期間が長く、死亡率も高い。気管切開は人工呼吸患者に対し一般的に行われており、早期気管切開

は患者予後を改善させる可能性がある。ECMOを要する患者で気管切開の時期と死亡率を含めた患者

予後に対する関連を評価することを目的に単施設後ろ向き観察研究を行った。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

対象は、2014年4月から2021年12月にICUに入室し、気管切開を要したECMO症例とし、主要評価項目

は院内死亡とした。気管切開の時期を四分位で4群に分類し、気切時期と死亡率の関連をロジスティッ

ク回帰分析で検討した。 
ECMO症例 293例のうち、解析対象となった98例をquartile1 (≦15日)、quartile2(16-19日)、quartile3(20-26
日)、quartile4（＞26日）の4群に分類した。全例が外科的気管切開され、35例はECMO使用中に気管切

開を施行された。気管切開の合併症発生率に群間差はなかったが、気管切開時期の四分位が増加する

と、ECMO期間およびICU滞在日数が有意に増加した。院内死亡率はquartile1の患者で最も低く(19.2%)、
quartile4の患者で最も高かった(50.0%)。多変量ロジスティック解析では気管切開時期の四分位が増加

すると院内死亡率は有意に上昇した(p for trend=0.037)。 
 

〔総 括(Conclusion)〕 

ECMO症例において気管切開時期は時間依存性に有意に患者予後と関連した。 

 




